
車検実施で毎月1組様抽選で
当間高原リゾートベルナティオランチを

プレゼント致しております

車検実施プレゼント !車検実施プレゼント !
石沢 様
10月の当選者

自動車用脱出ハンマー
災害にそなえましょう

消防
レスキュー

１年に１回の鉄粉落としでボディーを守ります
軽 16,500円　 小型 22,000円　 ミニバン・SUV 27,500円

鉄粉
落とし

土・日オイル交換1000円OFFオイル
交換

中古車情報　https://carshop-minami.net/

新車各メーカー取り扱っております

　こんにちは　早いですね、あっという間に季節は
めぐり秋と成りました。この晴天で雨のため遅れて
いた稲刈りも進みました。
　1日は中秋の名月2日は満月、秋に素敵な夜空に
浮かぶ月や星達に逢えるのは嬉しいです。
　今は毎日いそいそと車で車庫迄乗り込んで「た
だいま～おもちゃん」なんて言ってるようではなか
なかお月さまには逢えないです。
　今度晴れた日の夜には夜空のお星様やお月様に
ご挨拶したいと思います。あら！きれいね！こん
ばんわ！と、それにしても夜空の星達はどうして
そんなにキラキラ美しく光っているのでしょうか？
・・・ね。

11月13日㊎・14日㊏・15日㊐の3日間
タイヤ交換キャンペーン

惠子さんの
手作りとん汁サービス

8年10月号(第251号)みなみニュース

6,600円（税）

おもちゃんどうしてそんなのに入ってるの？



「大丈夫だよ」手の温もりに導かれて

「日本看護協会は、延べ七十万人で構成される国家最大の看護職能団体です。
　二〇二五年、私は協会の歴史上初めて男性看護師として会長に任命いただきましたが、
一から看護職の現在の地位を勝ち取られた先人からの皆様に、感謝の念を一層深めてい
ます。
“看護師は医師のお手伝い”。それが社会通念だった一九八〇年代末、看護師を志したきっ
かけは幼少期にあります。
　人一倍病弱だった私は、少しでも体調を崩せば「このまま死ぬんじゃないか」と底知され
ぬ不案に駆られ、食事も喉を通らず眠れず夜を明かすこと
も度々でした。そんな私をかかりつけ医の先生はいつも「大
丈夫だよ」と、優しく労わってくれました。
　あの手が直に触れた時の安心感。肌から体温が伝わり、
エネルギーが満たされる感覚に、何度救われたでしょうか。
最早、会っただけで治ったような気持ちになる。この人の存
在が、漠然と医学部を目指す出発点でした。

末期がんの患者さんが教えてくれた看護の現実と喜び　

　東京大学理学Ⅱ類に入学した後です。進路を考える中で「医学部　保健学科看護学教
室」の名前が目に留まり、「看護」が東大に学問として存在していることに衝撃を受け、迷わ
ず看護学教室に進みました。
「私には忘れ難い患者さんがいます。東大病院で担当した、肺がんで終末期に入っていた男
性Fさんです。病から心を閉ざしたFさんは口からものを食べることを頑なに拒否され、点
滴を受けつつ奥様を含め誰とも口を利かなくなっていました。
　学生には難しい患者さんです。それでも毎日病室に通って床ずれを直し、無視されても話
しかけ続けました。迎えた三日目、私が挨拶をすると、ビキッと眉間に皴が寄り、ドスの利
いた声で「お前、何で毎日いるんだ」と問われました。

受くるは幸なり　与ふるはさらに幸なり

　　　歴史上初めての男性の就任　日本看護協会　第十五代会長　秋山智弥

株式会社カーショップみなみ

編集後記
　大切な稲刈りの時節ですのに毎日毎日の雨で農家の方々は本当に大変です、そんな話を妹と電話で
話をしておりましたら東京の妹の長男がなんとなんと職場に１週間お休みを申告して我が社の工場長
のお家の稲刈りのお手伝いに来てくれました。何も知らないし田んぼに入った事もないのにいったい
まあ何をするつもりだろうと私と妹はハラハラ・ドキドキ、鈴木家にかえって迷惑かけてしまうので
は、、、カンカン・ガクガク、、、
そしたら泊り込みで教えて頂いて稲の手刈りお米の袋詰めなど一生けんめいお手伝いをする事が出来
たようです。
　鈴木家の皆様に良くして頂き真っ黒に日焼けしてお米を４俵も頂いて帰って参りました。よく猫の
手も借りたいなんていいますが、頑張って手伝ってくれたと思います。まあ君、ご苦労さま！！そん
な温かい気持ちに成りました。
　みな様も無事に刈入れが終わりますよう・・・祈ります。
　段々とすごしやすく成りましたが、風邪などひかれませんようご自愛くださいね

〒948-0006　新潟県十日町市四日町 2184
tel：025-752-7121　fax：025-752-7114
平日 9:00～18:00 / 土日 9:00～17:00
carshop-minami@cocoa.plala.or.jp
https://www.carshop-minami.com/

　ただならぬ語気でしたが、私は初めて反応があった、声を聞けたことがあまりに嬉しく、思わ
ず笑って答えました。
「何でって、Fさんが毎日ここにいるからですよ！」
　その瞬間、眉間の皴がみるみる目尻に移り、Fさんは苦笑いを見せました。自然と会話が蘇
り、経口での食事も快諾されたことは実習指導の看護師を驚かせました。
　相手の心に思いを馳せつつ、どうしても必要な介助は負担に感じさせないほど奇麗に行い、
自立を促す姿勢。そんなケアこそ看護の本質なのだと学ばせていただきました。
　その喜びはベクトルが自分に向いた諸刃の剣です。日々自分が誰かに支えられていること、
「受けることの幸」をしっかり認識し、自分でなく相手の心に思いを馳せなければ、本当によいケ
アは出来ないのです。
　看護の目的、「受くるは幸なり、与ふるはさらに幸なり」という看護の喜びを理解して欲しいと
願います。
病人の心は本当に眠れない程の苦しみと戦ってるでしょうから、、、
大切に大切に、おつきあいをしたいです。




